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黎 明期 の コ ン ビニ エ ンス ・ス トア

井 田 泰 人

概要 コンビニエンス ・ス トアが日本に登場したのは1960年 代後半のことである。通商産業

省,中 小企業庁が進める流通の近代化,中 小小売商の集団化 ・組織化などの政策によって登

場し,成 長 した。今日では大手流通グループの中核的事業となり,業 界においては主導的な

立場となっている。長期的な同事業の発展過程を考察するつもりであるが,本 稿では,1960

年代後半から70年 代にかけての 「黎明期」に注目し,当 時のコンビニエンス・ストア像を浮

き彫りにしている。
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Abstract In the latter half of the 1960s convenience stores began to appear in 

Japan. Those convenience stores have developed by means of such policies as mod-

ernization of distribution promoted by the government, collectivization and organi-

zation of the medium size or small size merchants. Becoming a core business in the 

major company distribution group today, convenience stores occupy a leading posi-

tion in the business industry. I intend to consider the development process of this 

kind of business over the long-term; however, this paper puts focus on the dawn in 

the latter half of the 1960s to the 1970s and highlights the image of convenience 

stores at that time.
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は じ め に

今 日,流 通業 にお ける中心的小売店 はコ ンビニエ ンス ・ス トアといえ よう。 もと もと,

百 貨店,ス ーパー ・マーケ ッ トの補完的立場 にあ り,す き間を埋あ る業態で あったが,そ

の後,急 成長を遂 げ,業 界,各 流通 グルー プの 中核 とな った。1990年 代 後半か ら頭打 ちの

感 もあるが,中 心的,主 導的小売業態で あることは間違 いな いといえ よう。 これ までの過

程 はどの ような もので あろうか。

コ ンビニエ ンス ・ス トアの経 営史的研究 には,川 辺信雄 「新版 セブ ンーイ レブ ンの経

営史』(有 斐 閣,2003年)が ある。 同書 は本家 であるアメ リカのセブ ンーイ レブ ンの発展,

日本へ の導入,日 本側が本家 を救 済す る過程 を詳 細 に明 らかに してい る。セ ブ ンーイ レブ

ンの沿革 は同書を見 ると,把 握で きる。業界最大手の コ ンビニエ ンス ・ス トアの研究を体

系化 した最初の もので ある。そ して,矢 作敏行 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・システ ムの革

新性』(日 本経済新 聞社,1994年),金 顕 哲 『コ ンビニエ ンス ・ス トア業態の革新』(有 斐

閣,2001年)な ど,業 界 内で の 「革新 性」 につ いて追 求 した研究 成果 があ る。 その他,石

井寛治 『日本 流通史』(有 斐閣,2003年),田 島 義博 『歴史 に学ぶ流通 の進化』(日 経 事業

出版 セ ンター,2004年),矢 作 敏 行 ・石原 武政 編 「日本 の流 通100年 』(有 斐 閣,2004年),

伊 藤 元重編 『新流通産業』(NTT出 版,2005年)な どの文献 において もコン ビニエ ンス ・

ス トアの歴史 に関す る記述が確認で きる。

そ こで本稿で は1960年 代 後半か ら70年 代 という 「黎明期」 に限定 して,経 済,業 界の動

向 と関わ らせなが ら,当 時の コ ンビニエ ンス ・ス トア像を浮 き彫 りにす ることを課題 と し

て いる。今後,80年 代 以降の様子 も明 らか に して い くつ もりで あるが,ど の ように変化 し

て い くのか を知 るた めに も,初 期 の状 態を知 ってお くことは重要 な こ とであ ると思 われ

る。

1.コ ン ビニ エ ン ス ・ス トア 登場 時 の 日本 経 済

まず,コ ンビニエ ンス ・ス トアが上陸する頃の時代背景や経済について見ていこう。第

二次世界大戦終結直後の 日本では,流 通や商業は正常に機能 してお らず,し ばらくの間は

戦中同様,配 給によって生活物資は国民に供給された。また,多 くの物品には公定価格が

付され,企 業の活動は制約された。1950年6月 勃発の朝鮮戦争で,朝 鮮半島に駐留する米
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黎明期のコンビニエンス・ストア(井 田)

軍 か らの注文が増加 し,特 需 ブー ムが起 こった。特 に金属部門,繊 維産業な どが潤 い 「金

へん景気」,「糸へん景気」が起 こった。一旦,特 需 ブー ムはお さまるが,経 済復興の弾み

をつ け ることとな った。 やがて1956年 の 『経済 白書』 にお いて,「 もはや戦後 ではな い」

との記述 もあるように,ひ ととお りの復興を遂 げ,高 度経済成長期 に突入 したので ある。

この時期,神 武景気(54年12月 ～57年6月 ・31ケ 月),岩 戸 景気(58年7月 ～61年12月 ・42

ケ 月),オ リ ンピック景気(62年11月 ～64年10月 ・24ケ 月),い ざな ぎ景気(65年11月 ～70

年7月 ・57ケ 月)と い う好景 気 を経 験 した。 日本 経 済 の躍進 は 目覚 ま し く,68年 に は

GNPが 資 本主義 国において第2位 とな った。 さ らに,60年 に は池 田勇人首相 が提唱す る

「国民所得倍増計画」 が実施 され,「10年 で 国民所得を倍 にす る」 という目標 は早 くに達成

した。経済政策 も予想以上の効果を上 げ得た。 こう した国民所得の増加 は大衆消費社会を

実現 した。 この頃,「 三種 の神器」(白 黒テ レビ・洗濯機 ・冷蔵庫),「3C」(自 動車 ・クー

ラー ・カラーテ レビ)と いった耐久消費財が普及 した(1)。

特 に本論 と関係の深 いことと して,国 民生活の 「豊か さ」を知 る上で可処分所得,エ ン

ゲル係数 の推移 を もう少 し掘 り下 げるな らば,可 処分所得 については,1960年 に37,708円

で あ ったが,65年 に59,557円,70年 に103,634円 と な り,75年 に は215,509円 に まで増加 し

た。 また,エ ンゲル係 数 も低 下 して いき,60年 に38.8%,65年 に36.2%,70年 に32.2%に

な った(2>。こ うした数字を見 る限 りでは,一 応 の 「豊 か さ」 は示 したこ とにな ろう。減少

した食費 は貯蓄や他の消費 に向 け られ ることとな った。

やがて,ニ クソ ン ・シ ョックには じま り1973年 と79年 の2度 のオ イル ・シ ョックによっ

て,高 度経済成長期 は終焉を迎え る。特 に第一次オイル シ ョックの影響 は甚大で あった。

その発端 は第 四次 中東 戦争の勃発 によるのであ るが,OAPEC(ア ラ ブ石油輸 出国機構)

はイ スラエル に与す る国 々に対 して,石 油の供給を制限 し,ま た原油価格の引 き上 げを発

表 した。 これ によ り,日 本で は石油関連製品の値上 げ,有 名な トイ レッ ト・ペーパーの買

い占めな どがお こ り,パ ニ ックに陥 った。以降,日 本経済 は失速 し,安 定経済成長時代へ

と突入 して い く。高度経済成長期の終盤 には,そ の歪み と して様 々な問題が表面化 した。

具体的 には,公 害の深刻化,物 価高騰,過 疎化の進展,福 祉な どの立 ち後れな どが挙 げ ら

れ る(3)。

特 に消費 に影響を与え る物価騰貴 につ いて は,1955年 か ら70年 までの生活 に関連す る商

品 お よびサー ビスの価 格(東 京 都区部)の 変化 を見 ると,米(10kg)は1.71倍,食 パ ン

(1kg)は1.87倍,み そ(1kg)は2.18倍,醤 油(1の は1.6倍,緑 茶(せ ん 茶 ・100g)は

3.14倍,家 賃(1ケ 月 ・民営の借 家3.3m2あ た り)は10.39倍,入 浴料金(大 人)は2.47倍,
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理髪料(大 人)は3.6倍 とな ってい る④。 高度経済成長期を通 して,多 くの商品やサー ビス

の価格が高騰 し,そ の勢 いは所得の伸 びを相殺す るかの ようで あった。

2.転 換期の流通業界

次 に戦後復興期か ら低成長時代 までの流通業界 につ いて見て いこう。戦後の小売業界で

は百貨店な どの大型店 と中小小売商 との二重構造の問題が表面化 した。特 に小売商の零細

性が問題 にな った。小売商全体 に占め る零細小売商(1～4人)の ①商店数,② 従業者

数,③ 年間販売額の割合を,1958年,64年,70年,76年 の デー タで順 に見てみ ると,そ れ

ぞれ,①91.4%→89.5%→86.4%→85.6%,②69.3%→59.0%→52.5%→51.4%,③51.6%→

42.5%→34.4%→34.1%と な っている(5)。零 細小売商 の割合 は減少 しつつ も,全 商店数の う

ち90%前 後 を 占めて いる。反対 に零細小売商の年間販売額 は非常 に速 いペー スで減少 して

お り,商 店数や従業者数 に見合 った数値を 出 してお らず,そ の低生産性が問題 とな った。

こ うした状 況下,百 貨店 か ら中小小売商 を保護す る 目的で,1956年,「 百貨 店法(第2

次)」 が制 定 され た。百貨店 は同法 によ り,新 設 ・増床 は自由にで きな くな り,通 商産業

省の許可が必要 とな った。 また,建 物 ・売場面積だ けでな く営業 日数や営業時間な ど も厳

しく規制 が加 え られた(6>。こ う して営業上制約 を受 けた百貨店 ではあるが,60年 の 小売 ラ

ンキ ングを見 ると,上 位10社 は全 て百貨店が 固あて いる。首位 は三越 で売上高 が453億 円

とな ってお り,10位 の 松屋が売上高120億 円 であ った。売上高 を60億 円にまで広 げる と,さ

らに9社 が追加 され るが,全 て百貨店 もしくはそれ に類す る もので あった(7)。

1960年 代 前半 は百貨店の時代で あったが,60年 代 後半 にな ると様子が変わ った。新たな

小売業態で あるスーパー ・マーケ ッ トが上位 に食 い込んで きたので ある。67年 の首位 は大

丸で あった。上位10社 中,百 貨店が8社,ス ーパ ー・マーケ ッ トが2社 で あった。 ダイエー

と西友 ス トアーが ラ ンキ ング に登場 した。69年 には首 位 が三 越 に入 れ代 わ り,上 位10社

中,百 貨店 が7社,ス ーパー ・マーケ ッ トは新 たにユニーが加わ り3社 とな った(8)。ス ー

パー ・マーケ ッ トの成長 は凄 ま じく,70年 代 に入 ると,そ の地位を さ らに高めて い く。71

年 には上位10社 中,百 貨店5社,ス ーパー ・マーケ ッ ト5社 とな りラ ンク数 にお いて半 々

とな った。72年 には遂 にダイエーが三越を売上高 にお いて抜 きさ り,首 位 に立 った。 スー

パー・マーケ ッ トが百貨店 を抜 いた瞬間であ った(9)。以 後,30年 にわた って ダイエー は首位

の座を維持す るので ある。

主要百貨店の1968年 か ら72年 までの売上高を比べ ると,大 丸が1.70倍,三 越 が2.38倍,高
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とな った。72年 には遂 にダイエーが三越を売上高 にお いて抜 きさ り,首 位 に立 った。 スー

パー・マーケ ッ トが百貨店 を抜 いた瞬間であ った(9)。以 後,30年 にわた って ダイエー は首位
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主要百貨店の1968年 か ら72年 までの売上高を比べ ると,大 丸が1.70倍,三 越 が2.38倍,高
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島 屋が1.78倍,松 坂屋 が1.66倍,西 武百貨店 が2.45倍,阪 急百貨店が1.91倍 に増加 した。一

方,同 期間 における主要 スーパー ・マーケ ッ トの売上高 は,ダ イエーが4.07倍,西 友 ス ト

アーが3.03倍,ジ ャス コが3.1倍,ユ ニ ーが1.94倍(68年 の データは不明,69年 の デー タを

もとに算 出),ニ チイが4.50倍 に増加 した。 この結果 につ いては,決 して百貨店の状態が悪

いので はな く,ス ーパー ・マーケ ッ トの成長が凄 ま じか った といえ る。その理 由は,出 店

状況を見 ると容易 に把握で きる。百貨店 は上述の とお り百貨店法 によって 出店が規制 され

て いるたあ に,そ の数 は少な い。同期間 中,3店 舗 出店 したのが西武百貨店,2店 舗 は大

丸,阪 急百貨店,1店 舗 は三越,松 坂屋で,高 島屋 は出店を して いな い。それ に対 して,

規 制を受 けな いスーパー ・マーケ ッ トは着実 に出店を行 ってお り,同 期間 中,ダ イエーが

52店,西 友 ス トア ーが40店,ジ ャス コが63店,ユ ニ ーが12店,ニ チイが97店 を増 加 させ

た⑩。

3.流 通 の 近 代 化 と コ ン ビニエ ン ス ・ス トア

上述の1960年 代 後半か ら70年 代前半 にか けての経済 にお いて は,物 価問題,流 通 ・商業

にお いて は百貨店 と中小小売商間 にお ける二重構造 に加え,ス ーパー ・マーケ ッ トの急成

長 という問題が浮上 して いた。 こう した問題 に対 して,通 商産業省 はその諮問機関で ある

産業合理化審議会 に流通部会を設 け,解 決 にあた らせた。その存続期間 は62年 か ら68年 で

あった。基本方針 は従来の 「中小保護政策」か ら 「流通の近代化」 と 「中小小売商の競争

力強化」 に転換 され ることとな った。 スーパー ・マーケ ッ トの急成長 に圧倒 され る中小小

売商 は,ス ーパー ・マーケ ッ トの営業 に法的規制を加え ることを主張 したが,同 審議会の

流通部会 は物価問題 に対 しての消費者利益を重視す ることか ら,ス ーパー ・マーケ ッ トの

役割 に期待 し,64年 に は法 的規制 の付加 を見送 ることで決定 し,答 申を提 出 した。「流通

の近代化」が優先 されたので ある。 もう一方で 中小小売商の競争力を高め るため に,集 団

化 ・組織化を図 るようにな った。具体的 には,ボ ラ ンタ リー ・チェー ンな どの組織の結成

を奨 めた⑪。 またその動 きと並行 して,中 小企業庁 は中小小売商へ の競争力強 化の一手段

と して,72年 に 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』を発行 して,コ ンビニエ ンス ・

ス トアという新業態店の啓蒙を図 るとと もに中小小売商 に業態転換を奨めた。

ほぼ同 じ頃,こ れ以外 に もコ ンビニエ ンス ・ス トアを取 り上 げた 出版物が い くつか刊行

され た。流通 問題研究 会が 「コ ンビニエ ンス ・ス トーア』(調 査 資料56)を1971年4月 に

発行 し,ア メ リカ における コンビニエ ンス ・ス トアを紹介 してい る。その他,『 コンビニ
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エ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』の作成 に携わ った阿部幸男が 『日本で伸 びるコ ンビニエ ン

スス トア』(日 本食糧新 聞社,1972年),『 コ ンビニエ ンス ・ス トアの手 引き』(日 本経営 出

版会,1973年)な どを著 し,コ ンビニエ ンス ・ス トアの啓蒙,普 及 に努めた。その結果,

コ ンビニエ ンス ・ス トアの浸透 は確実 に進んで いった。

その後,ス ーパー・マーケ ッ トに対 して規制 をかける気運 が高 ま ってい った。 スーパ ー・

マーケ ッ トは広大な売場面積の店舗内で会社を分割 して営業 し,百 貨店法を免れ るような

ことが あった。 この頃,ス ーパー ・マーケ ッ トは百貨店 と営業上 ほとん ど変わ らな いこと

か ら 「擬似百貨店」 と も呼 ばれて いたが,片 方 は規制を受 け,も う片方 は規制がな いとい

う法の下の平等 に反す るという点で百貨店法 は見直 された。「大規模小売店舗法」(大店法)

が1973年9月14日 に国会で可決 し,翌 年3月1日 に施行 され るに至 った。それ までの百貨

店法 は廃止 された。大店法 は先の抜 け道をふ さ ぐもので,こ れ までの百貨店法 は 「企業主

義」 に基づ いて いたが,大 店法 では 「建物主義」へ と変更 されたのであ った⑫。 スーパ ー・

マーケ ッ トも従来の ような 出店 は望めな くな り,こ う した流れ に対応すべ く,進 んで コ ン

ビニエ ンス ・ス トア事業 に参入す る もの もあった。

4.コ ン ビニエ ン ス ・ス トアの 定 義

こ こで,コ ン ビニエ ンス ・ス トアの定義 について見 て お こう。それ は研 究者,研 究機

関,新 聞社 ・雑 誌社,関 係 団体 に よって様 々であ る。 また,時 期 によ って コン ビニエ ン

ス ・ス トアの業容 に変化が見 られ,そ れ に合わせて,定 義を見直す ことが あった。 これ に

つ いて は,既 にいろい ろな文献で言及 されされてい るが(③,こ こで は官公庁 が採 用 して い

る基準 とその変化を整理 してお こう。

中小企業庁が1972年 に発行 した 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』 では,① 立地,

② 店舗面積,③ 品揃え,④ 営業時間,⑤ 従業員,⑥ 組織形態,⑦ 顧客 との関係 という7項

目を挙 げ,そ れぞれ以下の ような基準を満た した ものを 「コ ンビニエ ンス ・ス トア」 と定

めて いる。①立地 は住宅地周辺 に位置 し,500メ ー トル程度 の商 圏 とす る,② 店舗面積 は地

価,土 地確保の可能性,経 営効率 を考慮 し,300m2以 下 の小売店 とす る,③ 品揃え は絞 り

込んだ最寄 り品を 中心 と し,生 活必需品(具 体的 には,一 般食品 〔ドリンク,キ ャンデ ィ

類 を含 む〕,日 用雑貨,軽 衣料,タ バ コ,酒 な ど)を 主体 とす る。生鮮 食品 につ いてはセ

ル フサー ビス販 売 によ るもの とす る,④ 営業 時間 と営業 日数 は他 の業態 であ るスーパー

マーケ ッ ト,一 般小売店よ りも長い ことを原則 と し,営 業 日数 は年 中無休 とする。 ただ し,
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当 該地域で定め られた休 日等の慣行が ある時 はで きるだ けそれを守 る,⑤ 従業員 は1人 の

管理者 と若干名の店員を基本的な形 とす る,⑥ 組織形態 につ いて は,チ ェー ンス トア組織

形態を とることが望 ま しく,フ ラ ンチ ャイ ズ ・システ ムの導入が考え られ る,本 部主導 ・

指導 によって各店舗 は運営 され る もの とす る,⑦ 顧客 と親密な人間関係をつ くる,と して

いるω。

また,通 商産業省 は 『商業統計表』を1952年 よ り作成 して いるが,82年 よ り業態別の統

計 を公 表す るよ うにな った。 そ こで はコ ンビニ エ ンス ・ス トアの業態 区分 を,① 売 場面

積50m2以 上500m2未 満,② セル フ ・サー ビス方式,③ 営業時間が12時 間以上 また は閉店

時間が21時 以降で ある もの,と 定めて いる。やがて省庁再編で通商産業省 は経済産業省 に

変更 され,97年 に は,同 省が業態区分の見直 しを行 い,① セル フ方式,② 飲食料品を扱 っ

て いること,③30m2以 上250m2未 満,④14時 間 以上の営業,に 変更 してい る⑮。

5.コ ン ビニ エ ン ス ・ス トアの 主 要 運 営 形 態

コ ンビニ エ ンス ・ス トアの展 開形 態 は,ボ ラ ンタ リー ・チ ェー ンとフラ ンチ ャイ ズ ・

チェー ンとに大別で きる。前者 につ いて は,一 般 に 「任意連鎖店」 と呼 ばれて いる もので

ある。共有の本部を設置 して,加 盟店 は独立性を保 ち,共 同仕入れ,共 同広告,従 業員の

教育,商 品開発 な どを行 う。 その主宰者 は小売商 および卸売商 のタイプがあ る⑯。同 じよ

うな立場,共 通す る問題や悩みを持つ加盟者が連携 して結成す る組織で一般 に 「横」のつ

なが りが強 い といわれて いる。後者 はフラ ンチ ャイザ ー(事 業 主宰者)と フラ ンチ ャイ

ジー(加 盟 店)と の間で契約 に基づ いて展開 され る システ ムであ る。 フラ ンチ ャイ ジー

は加盟店料,経 営指導料(ロ イ ヤルテ ィー)を 支払 うことで,一 定地域 にお いて主宰者側

の商号 ・商標の貸与やマニ ュアルの使用が認め られ,直 営店 と同様の各種サー ビスが受 け

られ るようにな るq7)。事 業主宰者 ・本部 と加盟店 との契約 で成 り立 ち,「 縦」のつなが りを

基礎 とす るシステ ムで ある。ただ し,ボ ラ ンタ リー ・チェー ンはフラ ンチ ャイ ズ ・チェー

ンと重な ること もある(18)。

『コンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』では小売店 の組織化 を図 り,コ ンビニエ ンス ・

ス トアへ転 換す る上 で後者 の方を特 に薦 めて いた⑲。同書 に おいて,フ ラ ンチ ャイ ズ ・

チェー ンの利点 は,① 経験がな くて も開業で きる,② 少な い資金で開業で きる,③ 大量仕

入 の実現 によ って仕入 コス トが下 げ られ,消 費者 に好 まれ る商 品を仕入 れ ることがで き

る,④ 基礎的訓練 と継続的援助が受 け られ る,⑤ 場所の選定,有 利な賃貸料,良 いデザイ
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ンの建物 ・内装 ・設備 が与 え られる,⑥ 経営 および販売促進 の援助 が受 け られる,⑦ 営業,

販 売促進の援助が受 け られ る,⑧ 全国的な宣伝,拡 販策が可能 とな る,⑨ 失敗,リ スクが

少な い,⑩ つね に研究 ・開発が行われ,そ の成果が提供 され る,な どの点が挙 げ られて い

る⑫①。

また,当 時の主要な コ ンビニエ ンス ・ス トアの フラ ンチ ャイザー は,① 百貨店(近 鉄百

貨店 「近商 ス トア」,ト キハ 「イ ンダス トリー」,東 急 「東急 ス トア」),② スーパー ・マー

ケ ッ ト(清 水商 事 「清水 フー ドチ ェー ン」,三 和 「わた なべ」,イ トー ヨー カ ドー 「セ ブ

ン ・イ レブ ン」,ダ イエー 「ロー ソン」,西 友 ス トアー 「フ ァミリーマー ト」),③ ボラ ンタ

リー ・チ ェー ン(橘 高 「Kマ ー ト」,北 海道 西尾 「セイ コーマー ト」),④ メーカー(明 治

乳業 「マム」・「デー リー マー ト」,雪 印乳 業 「ブルマ ー ト」,日 魯漁 業 「ジ ョイ マー ト」,

鎌 倉ハ ム 「ゴール ド」),⑤ 商 社(住 友商事 「サ ミッ ト・ミニ」,伊 藤忠商事 「サニー」),

⑥ 卸売業(丸 徳 「サ ンマー ト」,木 徳 「Uマ ー ト」),⑦ 共 同組合(盛 岡酒販 「キ ャメルマー

ト」,札 幌公 開チ ェー ン 「公 開チ ェー ン」,全 日本食糧事業協同組合 「ア リメ ン ト」),⑧ 建

築業(ニ チモ プ レハ ブ 「ニチモ シ ョップ」),⑨ 装 飾業(「 ア ンポル テ」),⑩ その他,に 大

別で きる⑫1)。

これ らを見 るとフラ ンチ ャイザー は流通業以外か らの参入が あった ことを確認で きる。

その 目的 につ いて は,明 治乳業な どの メー カーの場合,自 社商品の販売強化のため に関係

小売店の系列化を図 って進 出を果た して いる。 また,建 築業 と して取 り上 げ られたニ チモ

プレハブは団地建設 と地域開発 とに関わ らせて,買 い物ができる店舗を設置す るために参入

した⑳。これ らのコ ンビニエ ンス ・ス トアは,現 在 もその名を残 して いる もの もあるが,廃

業 ・撤退,合 併 な どでな くな った もの もある。 また,「 定義」 の変更 に よって今 日では コ

ンビニエ ンス ・ス トアと して あて はま らな くな り,他 業態店,例 え ばスーパー ・マーケ ッ

トと して分類上存続 して いる もの もある。

一方
,当 時の コ ンビニエ ンス ・ス トアの フラ ンチ ャイ ジー は,ど の ような業種か らの転

換がな されたか というと,① 一般食料品店,② 酒販店,③ 牛乳店,④ 菓子 ・パ ン店,⑤ 米

穀店,⑥ 雑貨店,⑦ 風 呂屋,⑧ 不動産業,⑨ 脱サ ラ リーマ ン,な どで あった㈱。

6.わ が国 における コンビニエ ンス ・ス トアの

起源 と店舗数 の推移

さて,日 本初の コ ンビニエ ンス ・ス トアとはどの会社で あろうか。 これ につ いて は,先

の 「定義」 によって変わ って くる。そ うな ると定説 はな いことにな るが,金 顕哲 は 『コ ン

ー390(390)一

第7巻 第1号

ンの建物 ・内装 ・設備 が与 え られる,⑥ 経営 および販売促進 の援助 が受 け られる,⑦ 営業,

販 売促進の援助が受 け られ る,⑧ 全国的な宣伝,拡 販策が可能 とな る,⑨ 失敗,リ スクが

少な い,⑩ つね に研究 ・開発が行われ,そ の成果が提供 され る,な どの点が挙 げ られて い

る⑫①。

また,当 時の主要な コ ンビニエ ンス ・ス トアの フラ ンチ ャイザー は,① 百貨店(近 鉄百

貨店 「近商 ス トア」,ト キハ 「イ ンダス トリー」,東 急 「東急 ス トア」),② スーパー ・マー

ケ ッ ト(清 水商 事 「清水 フー ドチ ェー ン」,三 和 「わた なべ」,イ トー ヨー カ ドー 「セ ブ

ン ・イ レブ ン」,ダ イエー 「ロー ソン」,西 友 ス トアー 「フ ァミリーマー ト」),③ ボラ ンタ

リー ・チ ェー ン(橘 高 「Kマ ー ト」,北 海道 西尾 「セイ コーマー ト」),④ メーカー(明 治

乳業 「マム」・「デー リー マー ト」,雪 印乳 業 「ブルマ ー ト」,日 魯漁 業 「ジ ョイ マー ト」,

鎌 倉ハ ム 「ゴール ド」),⑤ 商 社(住 友商事 「サ ミッ ト・ミニ」,伊 藤忠商事 「サニー」),

⑥ 卸売業(丸 徳 「サ ンマー ト」,木 徳 「Uマ ー ト」),⑦ 共 同組合(盛 岡酒販 「キ ャメルマー

ト」,札 幌公 開チ ェー ン 「公 開チ ェー ン」,全 日本食糧事業協同組合 「ア リメ ン ト」),⑧ 建

築業(ニ チモ プ レハ ブ 「ニチモ シ ョップ」),⑨ 装 飾業(「 ア ンポル テ」),⑩ その他,に 大

別で きる⑫1)。

これ らを見 るとフラ ンチ ャイザー は流通業以外か らの参入が あった ことを確認で きる。

その 目的 につ いて は,明 治乳業な どの メー カーの場合,自 社商品の販売強化のため に関係

小売店の系列化を図 って進 出を果た して いる。 また,建 築業 と して取 り上 げ られたニ チモ

プレハブは団地建設 と地域開発 とに関わ らせて,買 い物ができる店舗を設置す るために参入

した⑳。これ らのコ ンビニエ ンス ・ス トアは,現 在 もその名を残 して いる もの もあるが,廃

業 ・撤退,合 併 な どでな くな った もの もある。 また,「 定義」 の変更 に よって今 日では コ

ンビニエ ンス ・ス トアと して あて はま らな くな り,他 業態店,例 え ばスーパー ・マーケ ッ

トと して分類上存続 して いる もの もある。

一方
,当 時の コ ンビニエ ンス ・ス トアの フラ ンチ ャイ ジー は,ど の ような業種か らの転

換がな されたか というと,① 一般食料品店,② 酒販店,③ 牛乳店,④ 菓子 ・パ ン店,⑤ 米

穀店,⑥ 雑貨店,⑦ 風 呂屋,⑧ 不動産業,⑨ 脱サ ラ リーマ ン,な どで あった㈱。

6.わ が国 における コンビニエ ンス ・ス トアの

起源 と店舗数 の推移

さて,日 本初の コ ンビニエ ンス ・ス トアとはどの会社で あろうか。 これ につ いて は,先

の 「定義」 によって変わ って くる。そ うな ると定説 はな いことにな るが,金 顕哲 は 『コ ン

ー390(390)一



黎明期のコンビニエンス・ストア(井 田)

ビニエ ンス ・ス トア業態 の革新』 において,「 問屋 によるコン ビニエ ンス ・ス トア ・チェー

ン化 は,神 戸の丸商が1968年12月 に始めたのが最初 とされて いるが,本 格的な チェー ンは

翌年3月 に豊 中市 で開店 したVC(ボ ラ ンタ リー ・チ ェー ンー 引用者 注)の マイ シ ョップ

で あ った」 と記 してい る⑳。 また,木 下安 司は様 々な研 究者,評 論家 が著 した文献 か らコ

ンビニエ ンス ・ス トアの起源を3つ の説が あると記 した。1つ 目は69年 に豊 中で試験店 と

して開店 した 「マ イシ ョップ」で ある。2つ 目は本格的 にチェー ン化 した という点 に注 目

し,71年7月 に愛知県 に本部の ある山泉商会(現 在のイズ ミック)が 開店 した 「ココス ト

ア」 と8月 に札幌の丸 ヨ西尾が始めた 「セ イコーマー ト」を挙 げて いる。最後 は74年 にフ

ラ ンチ ャイズ ・チ ェー ンによ って開店 した 「セ ブンーイ レブ ン豊洲店」 である。今 日で は

最後の 「セブ ンーイ レブン豊洲店」を一一般的な もの と して いる㈱。60年 代後半か ら70年 代の

コ ンビニエ ンス ・ス トアの発展を概観す るため に店舗の推移を示す と表一1の よ うになる。

10年 間の うち,特 に70年 代 中盤か らの 出店数の増加が顕著で ある。次章以降で60年 代後半

か ら70年 代前半 にか けて設立 した主要な コ ンビニエ ンス ・ス トアの開業期の様子を形態別

で見て いこう。

7.ボ ラ ンタ リー ・チ ェー ンを基 礎 とす る

コ ン ビニ エ ンス ・ス トアの 展 開

ボラ ンタ リー ・チェー ンの主宰者 には,小 売商 と卸売商の もの とが あるということは,

表 一1コ ン ビニ エ ンス ・ス トア店 舗 数 の 推 移

年 次

1969年

1970年

1971年

1972年

1973年

1974年

1975年

1976年

1977年

1978年

1979年

店舗数

1

30

100

250

500

1,100

2,000

3,000

4,500

6,500

9,000

出店数

1

29

73

155

260

617

922

1,034

1,547

2,060

2,573

閉店数

0

0

3

5

10

17

22

34

47

60

73

増加数

29

70

150

250

600

900

1,000

1,500

2,000

2,500

(出 典)川 辺 信 雄 『新 版 セ ブ ンーイ レ ブ ンの 経 営 史 」(有 斐 閣 ・2003年)p.131.

(原 資 料)『 隔 月 刊 コ ン ビニ 」2002年4月,p.187.
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5章 で述べたが,創 業の早か った小売主宰の 「マイ シ ョップ」 と卸売主宰の 「Kマ ー ト」

につ いて創業時の様子を ここで一瞥 して い くことにす る。

「マイ シ ョップ」 は稲垣有 亮が 中心 とな っては じめた コンビニエ ンス ・ス トアであ る。

稲垣 は尼崎市で小売市場を開設 した ことの ある人物で あるが,小 売主宰の ボラ ンタ リー ・

チェー ン 「共同組合マイ シ ョップ ・チェー ン」を結成 し,コ ンビニエ ンス ・ス トア事業 に

着手 した。1969年3月,豊 中で第1号 店 を 「マ ミー」とい う店名 で出店 している。 その後,

関 西を 中心 に出店 し,チ ェー ン店の基礎を固あ ようとす るが,協 同組織の限界か らフラ ン

チ ャイズ ・チェー ンの導入を考え るようにな る。その実現のため に稲垣 は5回 にわた って

渡米 し,コ ンビニエ ンス ・ス トアを調査 した。72年4月 にコ ンビニエ ンス ・ス トアのオー

ナー会社で ある 「コ ンビニエ ン ト・マイ シ ョップ㈱」を設立 した。 しば らくして,加 盟店

か ら得 られるデー タに限界 を感 じ,直 営店 を新設 し,信 用で きる情報 の収集 に努めた⑳。

こう してマイ シ ョップは,途 中よ りボラ ンタ リー ・チェー ンとフラ ンチ ャイ ズ ・チェー ン

を併用す るようにな り,直 営店の情報を もとに,初 期の コ ンビニエ ンス ・ス トアと して発

展 して い くので あった。

「Kマ ー ト」 は,大 阪 にあ った大手食 品問屋の 「橘高」が主宰 した コ ンビニエ ンス ・ス

トアで あった。1964年 に は,ボ ラ ンタ リー ・チェー ンで菓子専門店を組織 して いたが,将

来性の面で専業店 に見切 りをつ け,66年 か ら総合食品店を展開す るような プログラムの作

成を行 った伽。 同年6月,当 時社長 の橘高康人 が 日本生 産性本部派遣の米国VC視 察団団

長 と して渡米 した。視察 中にコ ンビニエ ンス ・ス トアという業態の店舗 に関心を持つ よう

にな った。翌67年 には本部員5名 を米国流通視察団 と して派遣 し,コ ンビニエ ンス ・ス ト

アにつ いての現地調査,資 料収集を行 った。分析の結果,同 社で はコ ンビニエ ンス ・ス ト

アを スーパー ・マーケ ッ トとの競合関係 はな く,補 完関係 にある業態 と確認 して,実 験店

じゆうそう

の開店に踏み切った。70年5月 に大阪市西淀川区 十 三,9月 に大阪我孫子,10月 に大阪国

分,71年3月 に京都山科で実験店を開店 した。実験店の営業成績は好調で,こ れまで展開

してきた小型スーパー ・マーケ ットの内容よりも良かった。検討の末,中 小小売店の適性

か ら将来的にはスーパー ・マーケ ットよりもコンビニエ ンス ・ス トアの方が生産性や投資

効果が高 くなると判断 し,本 格的に事業として推進することに決 した。そ して,関 東進出

を図 り,71年4月 に東京都台東区に事務所を開設 した。同地の商店および関係者に対 して

ボランタリー ・チェー ンによる事業展開の有利性を説き,参 加を求あた。どちらかという

と最初は消極的であった地元の商店を,根 気強 く説得 し,商 習慣の違いも克服 し,同 年10

月1日,我 孫子寿店,夏 見店,江 戸川台店,流 山南店の4店 を開店させた㈱。出店数は70
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黎明期のコンビニエンス・ストア(井 田)

年 代最 も多 く,勢 いの あった コ ンビニエ ンス ・ス トアで あった。

8.卸 売 主 宰 の フ ラ ンチ ャイ ズ ・チ ェー ン

次 に卸売主宰の フラ ンチ ャイズ ・チェー ンを見て い く。その当時の代表的な もの と して

は,「 ココス トア」 と 「セイ コーマー ト」 が挙 げ られよ う。 「ココス トア」 は酒問屋で ある

山泉商会が展開 した コ ンビニエ ンス ・ス トアで ある。事業を進あ る上で 「㈱ ココス トア」

を設立 し,1971年7月 には愛知県春 日井市 に直営の実験店 とな る第1号 店を 出店 した。開

店 に際 して失敗 は許 されな いとの覚悟で取 り組み,慎 重 にコ ンビニエ ンス ・ス トアの ノウ

ハ ウの開発を行 った。同年12月 には第2号 店の開設を果たす。同店 はフラ ンチ ャイ ズの最

初の店舗で あ り,設 置 に踏 み切 るまでには,本 部社員をセ ブンーイ レブ ンへ派遣 し,店 舗運

営 ・管理の実習 に取 り組 ませた ほどで あった⑳。

「セイ コー マー ト」 は,北 海道 札幌市 にあ る酒類問屋 「北海屋 西尾」が主宰 した コン ビ

ニエ ンス ・ス トアで ある。北海屋西尾 は1970年 代 には既 に創業80年 の歴史を持つ老舗で,

地 元の小売店か らの信頼 は高か った。 しか し,70年 頃,同 店の販売担当者で あった赤尾明

彦 は 「零細な小売店を販売先 に もって いる当社 は しょせん零細な小売店 と運命を と もにせ

ざるを得な いので はいな いか」 と感 じて いた。 こう した危機感か ら小売店の改革を行 うこ

とを決意 した。 アメ リカの コ ンビニエ ンス ・ス トアにつ いて知 ることとな るが,わ が国で

は前例 とな る ものが ほとん どな く,ま たマニ ュアル らしき ものが少なか った。 しか し,赤

尾 は少な い情報や資料で この新 しい業態店 に転換す ることに決あ,取 引先の 「萩 中酒店」

を説得 して,71年7月,「 セイ コーマー ト」 の第1号 店 を開店 したのである。 「想像」で転

換を進めた コ ンビニエ ンス ・ス トアで あった こと もあ り,当 初業績 は良 くなか った。やが

て アメ リカへ赴 き,現 地で コ ンビニエ ンス ・ス トアを調査 した。帰国後,吸 収 して きた も

のを活か し,第1号 店の改良 に努めた。その傍 らで第2号 店の開店 に向 けて奔走す る。同

じく酒販店の将来を不安視 して いた 「長谷部酒店」が コ ンビニエ ンス ・ス トアを開店 し,

後 に続 いたので ある。それ は72年7月 の ことで あった。同社 はフラ ンチ ャイ ズ ・チェー ン

方式で拡大 しいて い くが,そ の進行 にお いて北海屋西尾の酒販組織 「西尾共栄会」の存在

が大 きか った。店舗数 は73年 に15店,74年 に25店,75年 に33店,76年 に55店,77年 に85店,

78年 に120店,79年 に160店,と 推移 した⑳。
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9.小 売 主 宰 の フ ラ ンチ ャイ ズ ・チ ェー ン

次 に小売主宰の フラ ンチ ャイズ ・チェー ンにつ いて見て いこう。 スーパー ・マーケ ッ ト

によって展開 された もの と して,「 セブ ンーイ レブ ン」,「ロー ソ ン」,「フ ァミリーマー ト」

が あるが,そ の事業開始の様子を一瞥 して い くことにす る。

当時 中堅 スーパー ・マーケ ッ トで あったイ トー ヨー カ堂が コ ンビニエ ンス ・ス トア事業

を進 め るた めに,1973年11月,「 ㈱ ヨークセ ブ ン」を設立 した。 ア メ リカの 「ザ ・サ ウス

ラ ン ド・コー ポ レー シ ョン」(後 に7-Eleven,Inc)と 日本での コ ンビニエ ンス ・ス トア事

業を推進す るためのエ リア ・サー ビスお よびライセ ンス契約を調印 した。 この時,鈴 木敏

文(当 時 イ トー ヨー カ堂専務,後 に最高経 営責任者[CEO])た ち が渡米 し,そ の任務を

遂行 して いる。翌年5月 にはフラ ンチ ャイ ズ ・チェー ンの第1号 店で ある豊洲店を開店 し

て いる。 この際,本 部で は第1号 店を フラ ンチ ャイ ズ店 とす るか,直 営の実験店 とす るか

で意見が分かれて いた。 アメ リカのサ ウスラ ン ド社での研修 とマニ ュアルだ けで,日 本で

フラ ンチ ャイズ店で対応で きるかが不安視 されて いた。第1号 店を直営店 に して,立 地,

売 れ筋商品の情報,ノ ウハ ウな どを吸収 してか ら,フ ラ ンチ ャイズ店で展開す るべ きで あ

るという意見が あった。 これ に対 して,鈴 木敏文 は次の2点 で,第1号 店 はフラ ンチ ャイ

ズ店で進あ ることを主張 した。1つ は,ス ーパー ・マーケ ッ トが コ ンビニエ ンス ・ス トア

を直営店で展開す ることに対 して,世 間か ら大店法の網を抜 けようと して いるので はな い

か と思われな いようにす るたあで あった。 もう1つ は,実 験店 はあ くまで実験店で しかな

く,限 界が あ り,小 売店の生産性を上 げるには向 いて いな いためで あった。最終的 に鈴木

の意見が通 ることとな った⑳。78年1月,社 名を 「㈱セ ブンーイ レブ ン ・ジ ャパ ン」 に変更

し,6月 には上述の契約 はイ トー ヨー カ堂か ら同社 に譲 られた。79年10月,東 京証券取引

所第二部 に上場を果た した⑳。店舗数 は74年 には15店 で あったが,75年 に69店,76年 に199

店,77年 に375店,78年 に591店,79年 に801店 へ と順調 に増加 して いった㈱。

1972年6月,西 友 ス トアーが コ ンビニエ ンス ・ス トアへの進 出を視野 に入れ,試 験的店

舗 とな る 「ミニ ス トア」の開店を発表 した。72年7月,所 沢ニ ュー タウ ン,8月,湘 南鷹

取,9月,フ ラワー ヒルにそれぞれ開店 し,情 報 ・ノウハ ウの収集 に努 めた。 まだ,「 フ ァ

ミリーマー ト」の名称 は付 されて いなか った。今 日の コ ンビニエ ンス ・ス トアとはやや趣

きを異 にす る もので あった と思われ るが,現 場で は 「コ ンビニエ ンス ・ス トア」 と認識 し

て お り,そ の開発 の意 識 は強か った⑳。 こ う した準備段 階 を経 て,同 年9月 に西友 ス ト
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アー企画室 に 「小型店担当 チー ム」が設置 された。当初,中 小企業庁が発行 した 『コ ンビ

ニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』を参考 に して作業を進め,翌73年3月,実 験店を埼玉県

狭 山市 に開店 した㈹。76年 には西友 ス トアーは コンビニエ ンス ・ス トア事業 を中止 す るこ

とに決 定 した。 その理 由は コ ンビニエ ンス ・ス トアは中小企業 の分野 であ って,企 業 イ

メー ジの観点 か ら,大 手 企業が進 める業態 ではない という ものであ った㊨③。 しか し,77年

に は一転 して コ ンビニエ ンス ・ス トア事業を再開す ることと し,78年3月 か らフラ ンチ ャ

イ ズ ・チ ェー ン方式 に よって開始 した㈱。 これは後 に 「㈱ ファ ミリーマー ト」 に譲 渡 され

る。店舗数 は77年 に3店,78年 に13店,79年 に44店 へ と増加 している劔。 セブ ンーイ レブ ン

や ロー ソ ンと異な り,ア メ リカの コ ンビニエ ンス ・ス トアと提携 して ノウハ ウを得 るので

はな く,独 自の システムを確 立 して い った。 そ う した意 味では 「和製」な い しは,「 日本

発」の コ ンビニエ ンス ・ス トアといえ る もので あった。

大手 スーパー ・マーケ ッ トの ダイエーが コ ンビニエ ンス ・ス トア事業 に進 出 した。その

きっか けを,ダ イエー ・グルー プの創始者で ある中内功 は自伝で 「商品の種類を増やすだ

けでな く 『買 い物をす る場』 と しての店 も選べ るように,専 門店や百貨店を グルー プの 中

に抱えた。 さ らに 『非 日常の時間の使 い方』を楽 しんで いただ こうと,地 域 に根差 した ホ

テル や劇場 も造 り,生 活空 間 における 『店揃 え』を増や した」 と記 し,「 店揃 え」 の一環

で コ ンビニエ ンス ・ス トア事業 をは じめた㈹。1975年4月,コ ンビニ エ ンス ・ス トア事業

を展開す る会社 「ダイエー ロー ソ ン㈱」を発足 させた。 アメ リカの コ ンソ リデーテ ッ ド・

フー ズ社の コ ンビニエ ンス ・ス トア部門 「ロー ソ ンミル ク社」か らノウハ ウを導入 した。

75年5月 末 に,翌 月14日 に大阪府豊 中市 に第1号 店を開店す ることとフラ ンチ ャイズ方式

によ って,事 業 を展 開す ることを発表 した㈲。 当時の様子 を中内は 「当初,デ リカテ ッセ

ンを 中心 に 『パーテ ィー フー ズ』を品揃え した。 しか し,先 を行 きす ぎたのか,こ の作戦

は失敗 した」 と振 り返 って いる。その後,中 心の商品を弁当,お にぎ りへ と代え,成 功 し

て いったω。店舗数の推移を見 ると,75年 は10店,76年 は51店,77年 は83店,78年 は87店,

79年 は120店 で あ った働。

10.1970年 代 中 ・後期 にお ける

代表的 コン ビニエ ンス ・ス トアの店舗像

コ ンビニエ ンス ・ス トアは 日を追 うごとに注 目され るようにな るが,1974年 は 「日本 コ

ンビニ元年」 と言 われ㈱,こ れ以 降,表 一1に も表 れて いるよ うに,多 数 の コン ビニエ ン

ス ・ス トアが設立 され るようにな った。そ して,こ の時期 にはコ ンビニエ ンス ・ス トアの
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「型」,「タイプ」 がい くつか見 られるよ うにな った。 それを阿部幸男 は,① セブ ンーイ レブ

ン,ロ ー ソン,フ ァ ミリーマー トな どの本部主導 の 「本格的 コ ンビニエ ンス ・ス トア」,

②Kマ ー ト,マ イ シ ョップな どの生鮮食品を 中心 とす る ミニ スーパー型の 「日本的 コ ンビ

ニエ ンス ・ス トア」,③ 単独店 に多 いコ ンビニエ ンス ・ス トア類 似店 と もい うべ き 「過渡

的 コ ンビニエ ンス・ス トア」 に分類 している。2,000店 舗 あるうちの 「本格的」 タイ プが約

100店,「 日本的」 タイプが約900店,「 過渡的」 タイプが約1,000店 とい う内訳 であ った幽。

阿部 は著書 『目でみ るコ ンビニエ ンスス トア』(日 本 食糧新 聞社,1976年)に おいて,

代 表的 な100店 を 選 出 し,詳 細 な調査 を行 い,当 時の コ ンビニエ ンス ・ス トアの実 態を明

らか に して いる。 当時,全 国 に2,000店 程 度 の コンビニ エ ンス ・ス トアが営 業 を しいたの

で,そ の うちの5%に あた るコ ンビニエ ンス ・ス トアを調べた ことにな る。 もちろん,同

書で取 り上 げなか った店舗 もあろうか ら,調 査数 はこれ以上で あった。そ う考え るとかな

りの数の コ ンビニエ ンス ・ス トアを調査 した といえ る。 また,そ の調査内容で あるが,開

店時期,売 場面積,人 員,休 日,営 業時間 といった基礎的デー タに加え,月 商,1人 当 た

りの月商,坪 当た り効率,客 数,単 価,粗 利益率な どかな り細部 にまで及んでお り,調 査

結果 は 「コ ンビニエ ンスス トア経営指標一覧表」 と して まとめ られて いる。 これ につ いて

著者 自身が 「これ まで再 三 この種 の統 計 を発 表 して お り,こ れだ けの統 計 は協 会 で も

ジ ャー ナ リズムで もなかなか作 り得な いので はな いか と自負 して いる」 と記 して いるとお

り㈲,当 時の コンビニエ ンス ・ス トアを知 るうえで有力な資料 といえ る。

ここでは同表を再度掲載 しないが,加 工 してい ろい ろなこ とを考 察 して みたい。100店

舗 の平均 よ り求 めた数値 は表一2の よ うにな る。 これ は当時の コン ビニ エ ンス ・ス トアの

一般像 といえ る
。今 日の もの とどの ような違 いが あるのか,売 場面積,休 日,営 業時間,

品 目数 という項 目で各時期 に設定 された コ ンビニエ ンス ・ス トアの定義 と照合 し,そ の変

化を見て いこう。

売場 面積 につ いて は50m2ご と に区切 って分布状 況 をあ らわ し,そ れを1972年 発 行 の

『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』の定義,通 産省が82年 に設定 した定義,経 済産

業省が97年 に変更 した定義を重ねた ものが,表 一3で あ る。50m2以 上200m2未 満 の店舗が

大半を 占あた。 これ につ いて は古今を比較 して大 きな変化 は見 られなか った。休 日につ い

て は,表 一4か ら全体 の6割 が無休 であ ったが,そ れ以外の店舗で はペー スは様 々で あるも

の の,休 日を設 けて いる。『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』 にある 「年 中無休」

という原則か らはずれ る店舗 もかな りあった ことがわか る。営業時間 につ いて は全体の平

均が12時 間程 度で あ ったが(表 一2参 照),当 時 は表一5か ら10時 間 未満 が全 体の15%,12

-396(396)一

第7巻 第1号

「型」,「タイプ」 がい くつか見 られるよ うにな った。 それを阿部幸男 は,① セブ ンーイ レブ

ン,ロ ー ソン,フ ァ ミリーマー トな どの本部主導 の 「本格的 コ ンビニエ ンス ・ス トア」,

②Kマ ー ト,マ イ シ ョップな どの生鮮食品を 中心 とす る ミニ スーパー型の 「日本的 コ ンビ

ニエ ンス ・ス トア」,③ 単独店 に多 いコ ンビニエ ンス ・ス トア類 似店 と もい うべ き 「過渡

的 コ ンビニエ ンス・ス トア」 に分類 している。2,000店 舗 あるうちの 「本格的」 タイ プが約

100店,「 日本的」 タイプが約900店,「 過渡的」 タイプが約1,000店 とい う内訳 であ った幽。

阿部 は著書 『目でみ るコ ンビニエ ンスス トア』(日 本 食糧新 聞社,1976年)に おいて,

代 表的 な100店 を 選 出 し,詳 細 な調査 を行 い,当 時の コ ンビニエ ンス ・ス トアの実 態を明

らか に して いる。 当時,全 国 に2,000店 程 度 の コンビニ エ ンス ・ス トアが営 業 を しいたの

で,そ の うちの5%に あた るコ ンビニエ ンス ・ス トアを調べた ことにな る。 もちろん,同

書で取 り上 げなか った店舗 もあろうか ら,調 査数 はこれ以上で あった。そ う考え るとかな

りの数の コ ンビニエ ンス ・ス トアを調査 した といえ る。 また,そ の調査内容で あるが,開

店時期,売 場面積,人 員,休 日,営 業時間 といった基礎的デー タに加え,月 商,1人 当 た

りの月商,坪 当た り効率,客 数,単 価,粗 利益率な どかな り細部 にまで及んでお り,調 査

結果 は 「コ ンビニエ ンスス トア経営指標一覧表」 と して まとめ られて いる。 これ につ いて

著者 自身が 「これ まで再 三 この種 の統 計 を発 表 して お り,こ れだ けの統 計 は協 会 で も

ジ ャー ナ リズムで もなかなか作 り得な いので はな いか と自負 して いる」 と記 して いるとお

り㈲,当 時の コンビニエ ンス ・ス トアを知 るうえで有力な資料 といえ る。

ここでは同表を再度掲載 しないが,加 工 してい ろい ろなこ とを考 察 して みたい。100店

舗 の平均 よ り求 めた数値 は表一2の よ うにな る。 これ は当時の コン ビニ エ ンス ・ス トアの

一般像 といえ る
。今 日の もの とどの ような違 いが あるのか,売 場面積,休 日,営 業時間,

品 目数 という項 目で各時期 に設定 された コ ンビニエ ンス ・ス トアの定義 と照合 し,そ の変

化を見て いこう。
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業省が97年 に変更 した定義を重ねた ものが,表 一3で あ る。50m2以 上200m2未 満 の店舗が
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て は,表 一4か ら全体 の6割 が無休 であ ったが,そ れ以外の店舗で はペー スは様 々で あるも

の の,休 日を設 けて いる。『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』 にある 「年 中無休」

という原則か らはずれ る店舗 もかな りあった ことがわか る。営業時間 につ いて は全体の平

均が12時 間程 度で あ ったが(表 一2参 照),当 時 は表一5か ら10時 間 未満 が全 体の15%,12

-396(396)一



黎 明 期 の コ ン ビニ エ ン ス ・ス トア(井 田)

表一2主 要100店 の 平 均

項 目

売 場

人員

営業時間

月 商

1人 あたりの月商

坪あたり効率

客 数

単 価

粗利益率

生産性

品 目

坪あたり品目

商 圏

平 均

128.2m2

5.1人

12.40時 間

1,215万 円

246万 円

11,400円

638人

669円

19.6%

567万 円

1,716

48

1,554世 帯

(出 典)阿 部 幸 男 『目で み る コ ン ビニ エ ン

スス トア 」(日 本 食 糧 新 聞 社,1976

年)p.133の 「コ ン ビニ エ ン ス ス

トア 経 営 指 標 一 覧 表 」。

時間未満 は全体の41%で,か な り営業時間の短 い店舗が多か った ように思われ る。現在使

用 されてい る経済産業省 の定義(表 一5のC参 照)で はコ ンビニエ ンス ・ス トアの営業時

間 は 「14時間以上」と定め られてい るが,そ れを充 た してい るのは,わ ずか30%で あ った。

今 日,都 市部で は 「年 中無休24時 間営業」が当た り前 とな って いるが,当 時の様子 はかな

り違 って いることが確認で きよう。石井寛治 は 『日本流通史』 にお いて,長 時間営業 は商

品の仕入れな どの面 にお いて メー カー と問屋を組み込んで可能 とな る もので,当 時の一般

小売店で は 「無理」で あった と述べて いる㈹。取扱品 目につ いて は,立 地,店 舗面積 によっ

て差 はある もの と思われ るが,2,500～3,000品 目が現在の一般的な数字で あるか ら㊨,当 時

の コ ンビニエ ンス ・ス トアはその6～7割 程度の品揃え しかな った(表 一2参 照)。

お わ り に

コ ンビニエ ンス ・ス トアが 日本 に登場 した頃,1960年 代 後半か ら70年 代 に掛 けての 日本

経済 は高度成長か ら低成長 に移行す る転換期 にあった。 また,そ の時期の流通業界で は百

貨店な どの大型店 と中小小売商 との二重構造の問題,ス ーパー ・マーケ ッ トの急成長,流
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第7巻 第1号

表一3代 表的店舗の売場面積分布と各定義

売場面積

50m2未 満

50m2以 上100m2未 満

100m2以 上150m2未 満

150m2以 上200m2未 満

200m2以 上250m2未 満

250m2以 上300m2未 満

300m2以 上

該当数合計

店 数

3

29

37

21

6

2

2

100

A

○

○

○

○

○

0

×

98

B

×

○

○

○

○

0

○

97

C

○

○

○

○

○

×

×

96

(注)Aは 『コ ン ビニ エ ンス ・ス トア ・マ ニ ュア ル 」 の 定 義(1972年 発 行),Bは 通 商 産 業 省(1982年

よ り),Cは 経 済 産 業 省 の 定 義(1997年 よ り)。0は 該 当,× は 該 当 せ ず 。

(出 典)阿 部 幸 男 『目で み る コ ン ビニ エ ンス ス トア」(日 本 食 糧 新 聞 社,1976年)pp.131-133の 「コ

ン ビニ エ ンス ス トア 経 営 指 標 一 覧 表 」,中 小 企 業 庁 「コ ン ビニ エ ン ス ・ス トア ・マ ニ ュ アル 』

(1972年)p.11,爾 矢 野 恒 太 記 念 会 編 「数 字 で み る 日本 の100年 第5版 』(2006年)p.334よ

り作 成 。

表一4休 日の形態

休日の形態

無 休

週休1日

月1

月2

月3

その他

店 舗 数

60

11

4

23

1

1

(出 典)阿 部 幸 男 『目で み る コ ン

ビニ エ ンス ス トア」(日 本

食 糧 新 聞 社,1976年)pp.

131-133の 「コ ン ビニ エ ン

ス ス トア経 営 指 標 一 覧 表 」

よ り作 成 。

表一5代 表的店舗の営業時間と各定義

営業時間

9時 間未満

9時 間以上10時 間未満

10時 間以上11時 間未満

11時 間以上12時 間未満

12時 間以上13時 間未満

13時 間以上14時 間未満

14時 間以上

該当数合計(○ 印のみ)

店 数

2

13

14

12

16

13

30

100

A

△

△

0

○

○

0

○

85

B

△

△

△

△

○

○

○

59

C

×

×

×

×

×

×

0

30

(注)Aは 「コ ン ビニ エ ン ス ・ス トア ・マ ニ ュ アル 」(1972年 発 行),Bは 通 商 産 業 省(1982年 よ り),

Cは 経 済 産 業 省(1997年 よ り)の 定 義 。0は 該 当,△ は該 当 の 可 能 性 もあ り,× は該 当 せ ず 。

(出 典)阿 部 幸 男 『目で み る コ ン ビニ エ ンス ス トア」(日 本 食 糧 新 聞 社,1976年)pp.131-133の 「コ

ン ビニ エ ンス ス トア 経 営 指 標 一 覧 表 」,中 小 企 業 庁 「コ ン ビニ エ ン ス ・ス トア ・マ ニ ュ アル 』

(1972年)p.11,働 矢 野恒 太 記 念 会 編 『数 字 で み る 日本 の100年 第5版 」(2006年)p.334,

経 済 産 業 省 経 済 産 業 政 策 局 調 査 統 計 部 『平 成16年 商 業 統 計 速 報(卸 売 ・小 売 業)」(2005年)

p.78よ り作 成 。
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経 済 産 業 省 経 済 産 業 政 策 局 調 査 統 計 部 『平 成16年 商 業 統 計 速 報(卸 売 ・小 売 業)」(2005年)
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黎明期のコンビニエンス・ストア(井 田)

通 の近代化な ど取 り組むべ き問題が多 々あった。 コ ンビニエ ンス ・ス トアは,そ う した 中

で登場 した業態店で あった。

そ して,コ ンビニエ ンス ・ス トアの設立 に向 けて,各 社,各 店舗が アメ リカへの調査を

行 った り,試 験店でデー タを収集 し,そ れぞれ試行錯誤 によって システ ムを確立 しようと

して いた。 中小企業庁の 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』を始あ,啓 蒙書,紹 介

書が発行 され,主 宰者側,加 盟店 ・店舗経営者側 も目を通 し,参 考 とした ことであろ うが,

現 実 には各社,各 店が開発 に苦心 して いた。既存の アメ リカの企業 と契約を結んだ もので

す ら,マ ニ ュアルを取得 し,シ ステ ムの指導を受 けて も,日 本流 にア レンジ し,独 自の コ

ンビニエ ンス ・ス トアを確立 しようと して いた。流通業界 にお けるコ ンビニエ ンス ・ス ト

アの 「革新性」を強調 した研究成果 は多 いが,そ こに至 るまでの各社の継続的な努力を見

逃 して はな らな い。

また,1960年 代 後半か ら70年 代前半の代表的 コ ンビニエ ンス ・ス トアの運営形態で は,

フ ラ ンチ ャイ ズ ・チェー ンとボラ ンタ リー ・チェー ンが混在 して いた。そ して,そ の主宰

者 は小売業者 と卸売業者の両 タイ プが 中心 とな って いたが,様 々な業界か ら参入 し,多 様

な形で存在 して いた。今 日で は売上高 によるラ ンキ ングをみ ると,上 位28社 中25社 が フラ

ンチ ャイズ ・チ ェー ンによって展開 される コンビニエ ンス ・ス トアであ る⑱。 当時 と異な

る大 きな点で あろう。

そ して,当 時の一般的な コ ンビニエ ンス ・ス トアを 中小企業庁の刊行 した 『コ ンビニエ

ンス ・ス トア ・マニ ュアル』の定義 と重ねてみ ると,お お よそ合致す るが,は ずれて いる

もの も見 られた。 さ らに,そ の後,設 定 された通産省,経 済産業省の定義 と照合す ると,

当 時 の コ ンビニエ ンス ・ス トアとその後 の もの とのイ メージには,か な りのギ ャップが

あった。特 に営業 日数,営 業時間,取 扱品 目にお いてそれが顕著で あった。

次稿以降で,80年 代 か ら今 日までの コ ンビニエ ンス ・ス トアの展開を見て い くが,取 り

組むべ き課題を最後 に挙 げてお こう。今 日,上 位を 占め る形態 はフラ ンチ ャイ ズ ・チェー

ン方式 による もので あるが,な ぜ ボラ ンタ リー ・チェー ンによるコ ンビニエ ンス ・ス トア

は成長 し得なか った という点で あろう。 これ につ いて は,色 々な見解が あろうが,今 後,

実 証的な調査を試み,解 明 して いきた い。 また,古 今の コ ンビニエ ンス ・ス トアのギ ャッ

プが どの ように埋 まって い くか につ いて も見て いきた い。
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な形で存在 して いた。今 日で は売上高 によるラ ンキ ングをみ ると,上 位28社 中25社 が フラ

ンチ ャイズ ・チ ェー ンによって展開 される コンビニエ ンス ・ス トアであ る⑱。 当時 と異な

る大 きな点で あろう。

そ して,当 時の一般的な コ ンビニエ ンス ・ス トアを 中小企業庁の刊行 した 『コ ンビニエ

ンス ・ス トア ・マニ ュアル』の定義 と重ねてみ ると,お お よそ合致す るが,は ずれて いる

もの も見 られた。 さ らに,そ の後,設 定 された通産省,経 済産業省の定義 と照合す ると,

当 時 の コ ンビニエ ンス ・ス トアとその後 の もの とのイ メージには,か な りのギ ャップが

あった。特 に営業 日数,営 業時間,取 扱品 目にお いてそれが顕著で あった。

次稿以降で,80年 代 か ら今 日までの コ ンビニエ ンス ・ス トアの展開を見て い くが,取 り

組むべ き課題を最後 に挙 げてお こう。今 日,上 位を 占め る形態 はフラ ンチ ャイ ズ ・チェー

ン方式 による もので あるが,な ぜ ボラ ンタ リー ・チェー ンによるコ ンビニエ ンス ・ス トア

は成長 し得なか った という点で あろう。 これ につ いて は,色 々な見解が あろうが,今 後,

実 証的な調査を試み,解 明 して いきた い。 また,古 今の コ ンビニエ ンス ・ス トアのギ ャッ

プが どの ように埋 まって い くか につ いて も見て いきた い。
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第7巻 第1号

注

(1)㈲ 矢 野恒太記念会編 『数字でみ る 日本の100年 第5版 』(2006年)pp.100-101.

(2)同 上 書,p.509.

(3)こ の あた りの記述 は,竹 内宏 『昭和経 済史 』(筑 摩書房,1988年)pp.200-220.有 沢

広 巳監 修 「昭和 経済 史』[中](日 本 経済 新 聞社,1994年)pp.382-394.pp.399-403.

三 橋 規宏 ・内田茂男編 『昭和経済史』[下](日 本 経済新 聞社,1994年)pp.12-62,同 上

『数字 でみる 日本 の100年 第5版 』(2006年)pp.100-101を もとに して いる。

(4)同 上 『数字 でみ る 日本 の100年 第5版 』pp.416-418所 載 の 「表9-7主 要 商 品の小

売価格」 よ り算 出。

(5)㈱ 通 産統計協会編 『戦後の商業統計表』第1巻 産業別統計編(大 蔵省 印刷局,1983年)

pp.250-251.

(6)佐 藤 肇 『日本の流通機構i』(有 斐 閣,1974年)pp.277-278.

(7)同 上 書,p.195.こ の 時の ランキ ングは,① 三越(売 上高45,337[百 万 円]/10店 一 以

下単位 は同 じ),② 大丸(45,308/4),③ 高 島屋(38,515/3),④ 松 坂屋(36,592/5),

⑤ 東 横百貨店(29,642/3),⑥ 伊 勢丹(23,375/2),⑦ 阪 急百貨店(20,901/4),⑧ 西 武

百貨店(18,508/2),⑨ そ ごう(15,085/3),⑩ 松 屋(12,012/3)で あ った。

(8)同 上 書,p.199.

(9)同 上 書,p.199-203.

⑩ 米 川伸一・・下川浩一・・山崎宏明編 『戦後経営史』第 皿巻(東 洋経済新報社,1991年)

pp.28-29所 載 の 「第1-8表 年 間売上高順位表(II)」 。

(ID前 掲 『日本の流通機構i』pp.302-303.

⑫ 野 尻俊明編 『流通関係法 【第3版 】』(白 桃書房,2006年)pp.99-102.

⑬ 金 顕哲 『コ ンビニエ ンス ・ス トア業態 の革新』(有 斐閣,2001年)pp.17-18,川 辺 信

雄 『新版 セブ ンーイ レブ ンの経営史』(有 斐閣,2003年)pp.20-24な どで言及 されて

いる。

⑭ 中小企業庁 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』(1972年)pp.11-12.

⑮ 前 掲 『戦後の商業統計表』第3巻 解説編p.1,流 通 経済研究所 『流通統計資料集1998

年 版 』p.40.ち な み に,流 通業界 の有力情報 を提供 す る日経MJ(日 経 流通新聞)で は

2004年 まで コ ンビニエ ンス ・ス トアの定義を ①売上高構成比の うち生鮮食品が30%未

満,② 営業時間が1日14時 間 以上,③ 売場面積が250m2未 満 を 中心 とす るチェー ン,と

独 自の基準を設 けて いたが,2005年 か ら経済産業省の基準を採用 してい る 〔日経MJ(日

経 流通新 聞)編 『日経MJト レン ド情報源2006』(日 本経 済新聞社)p.314,同 「日経

MJト レン ド情報源2007』pp.242-243〕 。

⑯ 日本経済新聞社編 『流通用語辞典新版』(日 本経済新 聞社,1994年)pp.149-150.

⑰ 同 上書,pp.141-142.

⑱ 前 掲 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』,p.17.

⑲ 同 上 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』 では,「 厳 しい小売競 争 のなかで コ ン

ビニエ ンス ・ス トアが効率的運営の もとに消費者へのサー ビスを徹底 させて い くため に

は,フ ラ ンチ ャイズ ・チェー ン形態の ような強力な組織形態を採用す ることが望 ま しい

と考え る」(pp.17-18)と 記 されて いる。

⑳ 同上書,pp.19-20.

⑳ 伊 藤和也,ウ ィ リアム ・キ ョ ・柿原 『コ ンビニエ ンス ・ス トア』(商 店建 築社,1976

年)p.123.

⑳ 同 上書,p.122,p.124.

㈱ 同 上書,pp.125-126.
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注

(1)㈲ 矢 野恒太記念会編 『数字でみ る 日本の100年 第5版 』(2006年)pp.100-101.

(2)同 上 書,p.509.

(3)こ の あた りの記述 は,竹 内宏 『昭和経 済史 』(筑 摩書房,1988年)pp.200-220.有 沢

広 巳監 修 「昭和 経済 史』[中](日 本 経済 新 聞社,1994年)pp.382-394.pp.399-403.

三 橋 規宏 ・内田茂男編 『昭和経済史』[下](日 本 経済新 聞社,1994年)pp.12-62,同 上

『数字 でみる 日本 の100年 第5版 』(2006年)pp.100-101を もとに して いる。

(4)同 上 『数字 でみ る 日本 の100年 第5版 』pp.416-418所 載 の 「表9-7主 要 商 品の小

売価格」 よ り算 出。

(5)㈱ 通 産統計協会編 『戦後の商業統計表』第1巻 産業別統計編(大 蔵省 印刷局,1983年)

pp.250-251.

(6)佐 藤 肇 『日本の流通機構i』(有 斐 閣,1974年)pp.277-278.

(7)同 上 書,p.195.こ の 時の ランキ ングは,① 三越(売 上高45,337[百 万 円]/10店 一 以

下単位 は同 じ),② 大丸(45,308/4),③ 高 島屋(38,515/3),④ 松 坂屋(36,592/5),

⑤ 東 横百貨店(29,642/3),⑥ 伊 勢丹(23,375/2),⑦ 阪 急百貨店(20,901/4),⑧ 西 武

百貨店(18,508/2),⑨ そ ごう(15,085/3),⑩ 松 屋(12,012/3)で あ った。

(8)同 上 書,p.199.

(9)同 上 書,p.199-203.

⑩ 米 川伸一・・下川浩一・・山崎宏明編 『戦後経営史』第 皿巻(東 洋経済新報社,1991年)

pp.28-29所 載 の 「第1-8表 年 間売上高順位表(II)」 。

(ID前 掲 『日本の流通機構i』pp.302-303.

⑫ 野 尻俊明編 『流通関係法 【第3版 】』(白 桃書房,2006年)pp.99-102.

⑬ 金 顕哲 『コ ンビニエ ンス ・ス トア業態 の革新』(有 斐閣,2001年)pp.17-18,川 辺 信

雄 『新版 セブ ンーイ レブ ンの経営史』(有 斐閣,2003年)pp.20-24な どで言及 されて

いる。

⑭ 中小企業庁 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』(1972年)pp.11-12.

⑮ 前 掲 『戦後の商業統計表』第3巻 解説編p.1,流 通 経済研究所 『流通統計資料集1998

年 版 』p.40.ち な み に,流 通業界 の有力情報 を提供 す る日経MJ(日 経 流通新聞)で は

2004年 まで コ ンビニエ ンス ・ス トアの定義を ①売上高構成比の うち生鮮食品が30%未

満,② 営業時間が1日14時 間 以上,③ 売場面積が250m2未 満 を 中心 とす るチェー ン,と

独 自の基準を設 けて いたが,2005年 か ら経済産業省の基準を採用 してい る 〔日経MJ(日

経 流通新 聞)編 『日経MJト レン ド情報源2006』(日 本経 済新聞社)p.314,同 「日経

MJト レン ド情報源2007』pp.242-243〕 。

⑯ 日本経済新聞社編 『流通用語辞典新版』(日 本経済新 聞社,1994年)pp.149-150.

⑰ 同 上書,pp.141-142.

⑱ 前 掲 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』,p.17.

⑲ 同 上 『コ ンビニエ ンス ・ス トア ・マニ ュアル』 では,「 厳 しい小売競 争 のなかで コ ン

ビニエ ンス ・ス トアが効率的運営の もとに消費者へのサー ビスを徹底 させて い くため に

は,フ ラ ンチ ャイズ ・チェー ン形態の ような強力な組織形態を採用す ることが望 ま しい

と考え る」(pp.17-18)と 記 されて いる。

⑳ 同上書,pp.19-20.

⑳ 伊 藤和也,ウ ィ リアム ・キ ョ ・柿原 『コ ンビニエ ンス ・ス トア』(商 店建 築社,1976

年)p.123.

⑳ 同 上書,p.122,p.124.

㈱ 同 上書,pp.125-126.
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黎 明 期 の コ ン ビニ エ ン ス ・ス トア(井 田)

②の 前掲 『コ ンビニエ ンス ・ス トア業態の革新』pp.20-21.

㈱ 木 下安司 『コ ンビニエ ンスス トアの知識』(有 斐 閣,2006年)pp.36-37.

⑳ 阿 部幸男 『日本 で伸 び るコンビニエ ンスス トア』(日 本食糧新 聞社,1972年)pp.96-

97.

⑳ 『日経 ビジネス』(1971年7月26日 号)p.113.

⑳ ケ イマー トチ ェー ン共 同株式会社社史 編纂委員会 『Kマ ー ト20年 記 念誌』(1984年)

pp.14-15.

㈲ 前 掲 『日本で伸 びるコ ンビニエ ンスス トア』pp.114-115.

e① 馬 場貞男 『儲 ける新小売店経営』(日 本実業 出版社,1976年)pp.35-39,pp.58-61.

eDセ ブ ンーイ レブ ン ・ジャパ ン 『セブ ンーイ レブ ン ・ジ ャパ ン終わ りな きイ ノベー シ ョン

1973-1991』(1991年)p.31.

勧 ㈱ セ ブ ンーイ レブ ン ・ジャパ ン 『有価証券報告書総覧 平成16年 』(朝 陽会)p.3.

㈱ 前 掲 『セ ブ ンーイ レブ ン ・ジャパ ン終 わ りなきイノベー ション1973-1991』p.280.

阿 部 幸 男 『コ ンビニエ ンス ・ス トアの手 引き』(日 本経 営 出版 会,1973年)pp.144-

148.

㈲ 「日本経済新 聞」(2004年5月17日 付)朝 刊,19面 。

e③ 「日本経済新 聞」(1976年8月2日 付)夕 刊,3面 。

⑳ ㈱ フ ァミリーマー ト 『有価証券報告書総覧 平成20年 』(朝 陽会)p.3.

㈱ 「日本食糧新 聞」(2006年9月20日 付,フ ァミリーマー ト創立25周 記念特集号)。

㈲ 中内 功 『流 通革 命 は終 わ らない一私 の履歴 書一 』(日 本 経済 新 聞社,2000年)pp.

84-85.

ω ㈱ ロー ソ ン 「有価 証券 報告 書総 覧 平 成20年 』(朝 陽会)のp.3.「 日本経 済新 聞」

(1975年5月24日)朝 刊,9面 。

ω 前掲 『流通革命 は終わ らな い 私の履歴書 』p.85.

ω 前 掲 『セ ブ ンーイ レブ ン ・ジャパ ン終 わ りなきイノベー シ ョン1973-1991』p.64.

㈹ 前 掲 『儲 ける新小売店経営』p.40.

ω 阿 部幸男 『目で見 るコ ンビニエ ンスス トア』(日 本食糧新 聞社,1971年)p.6.

⑮ 同 上書,p.129.

㈹ 石 井寛治 『日本流通史』(有 斐 閣,2003年)p.248.

㈲ た とえ ば,鈴 木敏文 は 「コ ンビニエ ンスス トアが扱 うのは,2,500と い うご くか ぎ られ

た アイ テムです」 〔緒方知 行編 「商売 の創造』(講 談 社,2003年)p.62〕 と言 い,前 掲

『コンビニエ ンスス トアの知識』には 「平均 的なCVSは,百 平方 メー トルの売場の店舗

で約3,000ア イ テム」(p.128)と あ る。

㈹ 日経MJ(流 通 新聞社)編 「日経MJト レン ド情報源2009』(日 本経済 新聞出版社)

pp.186-187.ち な みに,ボ ラ ンタ リー ・チ ェー ンを採用す る3社 とは,千 葉県 に本部が

ある 「エ リア リンク」(店 名 も同 じ),同 じく千葉県 にあ る独立系 の 「コスモス ジャパ ン」

(店名 ・コスモス),愛 知県の 「イズ ミック」(店 名 ・タ ックメイ ト)で ある。

一401(401)一


